「傷つくようなメッセージが来たら」
１．指導対象

　　小学校中学年～高校生
２．教科・科目

　　学級活動、総合的な学習の時間、情報科
３．指導意図

「平成２５年度 青少年のインターネット利用環境実態調査 調査結果（速報）」(内閣府)によると、小学生で約３割、中学生では約５割、高校生は９割以上が携帯電話やスマートフォンを所有していて年々増加傾向にある。また、メールやSNS、チャット等のコミュニケーションツールとしての利用も増加している。さらに、インターネット接続できるゲーム機やタブレット型端末、携帯音楽プレイヤー、ＰＣを所有している数を含めると、かなりの割合の子供たちがメールやＳＮＳ等を利用していると考えられる。それにつれて、メールやメッセージのやりとりに起因するトラブルも増加している。わざと悪意をもって相手にいやなメッセージを送るケースは、全体から見るとそれほど多くないと考えられる。逆に、悪意は無くても、伝えたいことが相手にうまく伝わらず、誤解を生んだりトラブルに発展したりする例が多く見られる。この学習では、トラブルにならないようなメール等の書き方や、傷つくような内容のメールが来た場合の対処について学ぶ。
４．指導目標

①メールやメッセージ等の短い文章では、自分の意図が相手に正しく伝わらないことがよくあることを知る。
②傷つくような内容のメールやメッセージが送られてきたとしても、相手に悪意がない場合も多くあることを知る。
③メールやメッセージを送る場合には、自分の意図が相手に伝わるようにしようとする態度や技能を身につける。
④メールやメッセージによって悩んだり傷ついたりした場合は、誰かに相談したり、直接相手に確かめたりして解決しようとする態度を身につける。
５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入

○メールやメッセージのやりとりをした経験について発表する。

	○メールやメッセージを利用したときに、便利だった経験や困った経験について想起させる。
○上手に使えば、大変便利であることを理解させる。

	（2） 展開

○教材ムービー『傷つくようなメールが来たら』を視聴する。
○自分がチヒロさんだったら、友達から来た「いいよ」というメッセージをどのように感じるかを考える。
・自分もショックを受ける。
・「気にしなくてもいいよ。」という意味に受け取る。
・全然気にしない。

○チヒロさんはこれからどうしたらよいが考える。
・気にしないようにする。
・本人に確かめる。

・誰かに相談する。
○このようなトラブルにならないためには、メッセージのやりとりをするときにどのようなことに気をつけたらよいかを考える。
・誤解を受けないような、書き方にする。
・絵文字などを使って、感情を表すようにする。

・直接相手に伝えられるときは、メール等を使わない。

	○同じ言葉でも、人によって受け止め方が違うことに気づかせる。
○自分がチヒロさんだったらどうするか、またチヒロさんにアドバイスするとしたらどうするか考えるように助言する。
○一人で悩まないことを、助言する。
○相手の立場に立って考えるように助言する。
○相手がどの様に受け取るかを想像するように助言する。

	（3） まとめ

○トラブルにならないために気をつけることを、確認する。
○トラブルになってしまった場合の対処法について確認する。

	・相手がどの様に受け取るかを考えて、メッセージを書く。
・直接話せる場合は、あえてメール等を使わない。
・一人で悩まないで、だれかに相談する。
・可能な場合は、直接相手に確かめる。
・少しのことは気にしないようにする。

	（4） 発展
○実際にトラブルになった例について、どうすればトラブルにならなかったかを考える。
	・「解説」の例などを取り上げてもよい。



６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法、問題解決法

　可能であれば、トラブルになった相手と直接話をする機会を設けて誤解を解くようにすることが最もよい解決方法であると考えられる。ただし、相手に悪意があった場合は、相手への指導と傷ついた方の心のケアが必要である。

また、些細なことは気にしないように助言する。悪意があるのか無いのか分からないときは、基本的に悪意が無いと思うようにすることも大切である。どうしても気になる場合には、家族･友人･教員･スクールカウンセラーなどに相談するように日頃より助言することも、重要である。身近に相談できるような人がいない場合は、電話相談(下記参照)などを紹介する方法もある。

○子供用の電話相談窓口　　※東京都の例
・よいこに電話相談（東京都児童相談センター）　０３－３３６６－４１５２
・東京都いじめ相談ホットライン（東京都教育相談センター）

０３－５３３１－８２８８

・子どもの人権１１０番（東京都法務局人権擁護部）　０１２０－００７－１１０

７．指導資料

○情報化社会の新たな問題を考えるための教材（文部科学省）
http://jouhouka.mext.go.jp/contents/

